
東京女子医科大学　第 34回公開医学講座

「女性の健康を生涯にわたり包括的に支援する」とは
～女性に寄り添う女性医療の実現に向けて～

　「女性の輝く社会」作りが日本社会の中心的課題となり、女性の心身の健康を守り、向上させ
る「包括的な女性医療」が注目を浴びていますが、一方で医療従事者からは具体的に何をした
らいいのかわからないという声が聞かれます。今、女性医療にはメンタルケア、内科、皮膚科、
がん治療、美容領域、サイコダーマトロジー（皮膚心身医学）などさまざまな分野に大きく広
がるニーズがあり、すでにそれぞれエキスパートが生まれていることを共有したく、プログラ
ムを組みました。皆様の臨床に明日から役立つ新しい時代の女性医療を実感していただければ
幸いです。

記
 日　時：平成27年5月16日（土）13：00～16：25
 会　場：弥生記念講堂
 対　象：医療従事者、医学生、一般の方々
 参加費：無　料

プログラム
13：00～13：05 挨　拶  学長代行　吉岡　俊正
   司会　東京女子医科大学　女性生涯健康センター　所　　長　加茂登志子
   副 所 長　檜垣　祐子
第 1部　「Mind（こころ）」
13：05～13：25　1. 女性医療におけるメンタルケアの役割と重要性
   女性生涯健康センタ―　メンタルケア科　加茂登志子
13：25～13：45　2. 子どもの問題行動は親子一緒に治療できるのを知っていますか？
   女性生涯健康センター　臨床心理士　伊東　史ヱ
13：45～14：05　3 . 産業医から見た働く女性の環境とメンタルヘルス～楽しく働くためのコツ
   女性生涯健康センター　総合外来　矢島　新子

─ 休　　　憩 ─
第 2部　「Body（からだ）」
14：15～14：35　4. 家族で取り組む摂食障害の予防と治療
   女性生涯健康センター内分泌内科・日本政策大学院大学　鈴木　眞理
14：35～14：55　5. 甘くない更年期を乗り切るための内科学
   東医療センター日暮里クリニック女性専門外来　佐藤眞理子
14：55～15：15　6. がんとともに生きる乳がんサバイバーシップについて
   八千代医療センター　乳腺・内分泌外科　地曵　典恵

─ 休　　　憩 ─
第３部「Looks（外観）」
15：25～15：45　7. 低侵襲なアンチエイジング治療の実際～見た目の加齢を諦めない時代へ～
   青山女性医療研究所クリニック　根岸　　圭
15：45～16：05　8. 美容と医療 100歳まで元気
   女性生涯健康センター　リハビリメイク　かづき　れいこ
16：05～16：25　9. 女性医療におけるサイコダーマトロジーの役割と重要性
   女性生涯健康センタ―　皮膚科　檜垣　祐子

 ＊女子医大医師会共催
 ＊日本医師会の生涯教育講座に認定されていますので、ご希望の方に参加証をお渡しします。

 申し込み方法： 当日会場にて受付致します
 問い合わせ先： 東京女子医科大学　学務部医学部学務課　公開講座係
  〒 162－8666 東京都新宿区河田町 8番 1号（電話 03－3353－8111 内線 22113）
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